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後日改めて報告します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

殺虫剤は衛生的な環境と安定した食物生産の維持に重大な役割を果たしている。その一方、

神経系を毒性作用点として設計されている為、昆虫への高い選択毒性を有する現行の薬剤にお

いてもなお、感受性の高い子供の神経発達への影響には関心が集まっている。 

2010 年に殺虫剤に直接触れない一般環境居住児童を対象とした横断研究で、尿中の有機リン 

(OP) 殺虫剤代謝物濃度が高い小児に注意欠陥／多動性障害 (ADHD) と診断される者が多いこ

とが報告された (Bouchard et al, 2010)。これを契機に、本邦では食品安全委員会がヒトの発

達障害と農薬に関する情報収集を行ったが、OP殺虫剤曝露が ADHD のリスクになりうるかにつ

いて判断可能なデータは乏しいことが明らかになった。また、環境省が 2011 年より開始した大

規模出生コホート調査、子どもの健康と環境に関する全国調査 (エコチル調査) では、殺虫剤

と ADHD 発症との関連の解明は主な命題の１つとなっているが、結果が明らかになるのはまだ当

分先となる。したがって、疫学調査の実施と並行して、機序の面からも動物実験で OP 殺虫剤が

ADHD 症状を惹起するのかの検討は必須である。 
 
２．研究の目的 

本研究は (1) 「OP 殺虫剤が ADHD 発症をもたらす」との仮説を検証する為の動物実験と、(2) 

この仮説が実際に ADHD 患者で観察されるか確証をとるための症例対照研究、から成る。 

動物実験では、各種 OP殺虫剤投与後の ADHD 症状の量反応関係を明らかにする。疫学研究で

は、ADHD 患者と性・年齢をマッチさせた対照者をリクルートし、尿中 OP 殺虫剤代謝物濃度測

定を行う。OP殺虫剤濃度と各種バイオマーカーと ADHD 症状を示すスコアとの関連を明らかに

する。 

 
３．研究の方法 
後日改めて報告します。 
 
４．研究成果 
後日改めて報告します。 
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